
 

 

 

 

 

「ありがとう、先生」  

校長 四木 定宏                               

私の集団生活は、２歳の時に保育園から始まりました。

集団生活を行う際、多くの場合は「先生」と呼ばれる大人

が、側で支えたり見守ったりしてくれます。子どもの頃の

担任の先生の記憶というものは、何十年経っても薄れるこ

とがありません。 

保育園の担任は、生まれて初めて出会った先生でした。

農家の長男で甘えっ子の私に、いつも優しく丁寧に接して

くれました。大好きな先生でしたので、先生がお嫁さんに

行くと聞いた時、とても寂しかったことを思い出します。 

小学校低学年の担任はベテランの先生で、まだ心が幼児

の私には少し怖くも感じました。私の実家の近くにご自宅

があり、周りは農家ばかりの田舎に学校の先生が住んでい

ることを、とても不思議に感じました。厳しい先生でした

が、大事なことを丁寧に教えてくれる低学年にぴったりの

先生でした。 

小学校高学年の担任は、４０歳代だったように思います

が、片道３０キロ弱の道のりを毎日バイクで通勤していま

した。多くの先生は、車か汽車とバスを乗り継いで通勤し

ていたので、それが普通と思っていた私は、その型破りさ

に驚きました。私の話にしっかり耳を傾けていただき、や

りたいことを認めてくれるなど、大きな手で包んでくれる

大人の先生でした。 

中学の時の担任は、転勤してきたばかりの数学の先生で

した。オーディオやアマチュア無線などのメカや渓流釣り

など多趣味で、中でもスキーはインストラクター並の腕前

でした。好奇心旺盛だった私はすっかり先生の虜になって

しまい、先生の家に泊まりに行っては（そんなことが許さ

れる時代でした）オーディオの話を聞いたり、スキー場に

連れて行ってもらいました。今も続けているスキーは、こ

の先生の影響です。大好きな先生でしたが、私が父親に反

抗した際に、本気で叱られた時の顔は忘れることができま

せん。 

高校では、ユーモアあるトークでホームルーム経営をす

る先生に出会い、大学のゼミの先生は、怠け学生（私のこ

と）には厳しい先生でしたが、ラグビーと山田洋次をこよ

なく愛する情の厚い先生でした。さらに、教員になってか

らも、子どもとの関係づくりが上手い先生、分かりやすい

授業をする先生、教員の仕事について分かりやすく説明し

てくれる先生、仕事と遊びをしっかりと使い分けられる先

生など、魅力的な先生と出会うことができました。 

私がこれまでに出会った先生方は、皆さん素敵な大人で、

誰１人として同じカラーの方はいませんでした。成長段階

に応じて、適度な力加減で押したり引っ張ったり促したり

と、私の自主性の成長を支えていただいたように思います。

子どもたちには、真似したいとか憧れを抱くような先生に

出会ってほしいと思いますし、教員には子どもが憧れるよ

うな魅力ある存在になってほしいと願います。 

さて、本日、１学期の終業式を行いました。４月の学校

だよりで、学校を舟に、学校運営を航海に例えましたが、

この舟はほぼ順調に４ヶ月間、航海をすることができまし

た。これも、保護者や地域の皆様をはじめとして、多くの

方々に支えられ、見守られてきたからだと思っています。

この４ヶ月間を振り返ると、５月には約３年間続いてきた

新型コロナへの対応も終わり、多くの教育活動が伸び伸び

と行えるようになりました。遠足、修学旅行、宿泊学習、

校外学習など、地域に出かけて行う学習も、制約なく行う

ことができました。コロナ禍の功績として、ＩＣＴを用い

てバーチャルで経験したり、離れた場所にいてもオンライ

ンで学んだりできるようになりましたが、子どもたちは、

やはり実際の場所に行って、実物を見て、触れて、感じて

学ぶことが楽しいようです。 

学校は明日から約一月弱の夏休みとなります。夏休みは、

子どもたちも先生方も、栄養や燃料を補給をする大切な機

会です。普段はできないような経験や学びをして、一回り

たくましくなって、２学期、再び皆で舟を漕ぎ出せること

を楽しみにしています。 
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 １ 日 （ 火 ） 夏 季 休 業 (幼 ･小 ～ ２ ０ 日 ､中 ～ ２ ４ 日 )  

１ ０ 日 （ 水 ） 学 校 閉 庁 日 （ ～ １ ５ 日 ）  

２ ０ 日 （ 日 ） 開 舎 (舎 )  

２ １ 日 （ 月 ） 第 2 学 期 始 業 式 (幼 ･小 )  

夏 季 講 習 (中 3  ～ ２ ４ 日 ）  

夏 季 学 習 会 <英 語 > (中  ～ ２ ４ 日 )  

２ ２ 日 （ 火 ） 二 計 測 (幼 )  

２ ３ 日 （ 水 ） 交 通 安 全 指 導 (～ ２ ５ 日 )  

２ ５ 日 （ 金 ） ２ 学 期 始 業 式 (中 )  

２ ８ 日 （ 月 ） 藍 染 体 験 ･講 話 (中 )  

２ ９ 日 （ 火 ） 近 代 美 術 館 オ ン ラ イ ン ア ー ト 教 室 （ 中 2 3 A ） 

       友 和 会 (舎 )  

３ ０ 日 （ 水 ） 校 外 学 習 (小 3 組 )、 耳 鼻 科 相 談 日  

３ １ 日 （ 木 ） 学 校 公 開  

８ 月 予 定 表  

令和５年度  第２学期始業式について 
 １  期  日  

    幼 稚 部 ・ 小 学 部  ： 令 和 ５ 年 ８ 月 ２ １ 日 （ 月 ）  

  中 学 部          ： 令 和 ５ 年 ８ 月 ２ ５ 日 （ 金 ）  

２  日  程  

（ １ ） 幼 稚 部 （ ８ 月 ２ １ 日 ）  

          ９ ： ３ ０ ～ １ ０ ： ０ ０     学 級 指 導  

          １ ０ ： ０ ０ ～ １ ０ ： ３ ０    始  業  式  

     １ ０ ： ３ ０ ～ １ ０ ： ４ ０    学 級 指 導  

     １ ０ ： ４ ０ ～ １ １ ： １ ０     学 級 懇 談  

     １ １ ： １ ５         下 校  

  （ ２ ） 小 学 部 （ ８ 月 ２ １ 日 ）  

            ８ ： ３ ０ ～  ８ ： ５ ０   学 級 指 導  

            ８ ： ５ ０ ～  ９ ： １ ０     始  業  式  

       ９ ： １ ５ ～  ９ ： ３ ５    学 級 指 導  

     ２校時 ～                 授  業  

（ ３ ） 中 学 部 （ ８ 月 ２ ５ 日 ）  

            ８ ： ３ ０ ～  ８ ： ４ ５   学 級 指 導   

            ８ ： ５ ０ ～  ９ ： ０ ５     始  業  式  

       ９ ： ０ ５ ～   ９ ： ３ ０   学 級 指 導  

     ２校時 ～                授  業  

※ 中 学 部 は 、 幼 稚 部 ・ 小 学 部 と は 始 業 式 の 日 に ち が 違 い

ま す 。  

※ 幼 稚 部 の 下 校 時 刻 は 、1 1 時 １ ５ 分 と な り ま す 。給 食 は

あ り ま せ ん 。  

※ 小 ・ 中 学 部 は ２ 校 時 以 降 、 通 常 日 課 と な り ま す 。  
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「 若 木 ま つ り 」 に 参 加 し て （ 小 学 部 ）  
７ 月 1 4 日 、 新 陽 小 学 校 の 「 若 木 ま つ り 」 に 小 学 部 が 参 加 さ せ て い た だ き ま し た 。 新 陽 小 学 校 の お 店 め ぐ り を し た り 、

本 校 の 児 童 会 で 「 楽 し い ボ ー ル 投 げ 」 と い う お 店 を 出 店 し た り し ま し た 。 児 童 会 で は 事 前 に 、「 看 板 」「 ス ト ラ ッ ク ア ウ ト 」

「 的 当 て 」 の チ ー ム に 分 か れ て 準 備 を 進 め 、 前 日 に は リ ハ ー サ ル を 行 い ま し た 。 そ し て 迎 え た 当 日 。 4 年 ぶ り の 参 加 と あ

っ て 、 は じ め は 少 し 緊 張 気 味 の 様 子 も あ り ま し た が 、 ど ん ど ん お 客 さ ん に 言 葉 が け を し た り 、 素 早 く 次 の お 客 さ ん の 準 備

を し た り で き る よ う に な っ て い き ま し た 。 学 校 に 戻 る と 、 児 童 会 長 か ら 「 み ん な で こ ん な に が ん ば れ る な ん て 思 っ て い ま

せ ん で し た 。 協 力 し た か ら で き ま し た 。」 な ど の 言 葉 が あ り ま し た 。 本 当 に 、 有 意 義 な 経 験 と な り ま し た 。（ 久 門 ）  

２ 日 間 を 通 し て 、 常 に 自 分 た ち で 考 え 、 協 力 し て 行 動 し 、 ル ー ル を 守 り 、 楽 し い 時 間 を 過 ご す こ と が で き て い ま し た 。

特 に 、 自 分 た ち で 作 っ た カ レ ー ラ イ ス の 味 は 格 別 な も の だ っ た よ う で す し 、 初 め て の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー は 、 本 当 に 盛 り

上 が り ま し た 。  

今 後 は 、 こ の 経 験 を 生 か し 、 さ ら に 仲 間 と 高 め 合 い 、 充 実 し た 学 校 生 活 を 送 っ て い っ て く れ る こ と と 期 待 し て い ま す 。

（ 文 責 ： 久 門 ）  

宿 泊 学 習 を 終 え て （ 中 学 部 ）  
7 月 ６ 日 ～ ７ 日 で 深 川 市 へ 行 っ て き ま し た 。 ア グ リ 工 房 ま あ ぶ で の シ ー ド ル 工 場 見 学 や 農 業 体 験 。 ネ イ パ ル 深 川 で の ク

ラ イ ミ ン グ や レ ザ ー ク ラ フ ト 、 ペ ッ ト ボ ト ル ピ ザ 作 り 。 普 段 で は 味 わ う こ と の で き な い 、 た く さ ん の 貴 重 な 経 験 を す る こ

と が で き ま し た 。 最 後 ま で 一 生 懸 命 取 り 組 む 姿 勢 や 、 お 互 い の 良 さ を 認 め る こ と 、 仲 間 を 思 い や り 高 め 合 う 姿 な ど 、 ２ 年

生 の 強 み が 、 改 め て 感 じ ら れ た １ 泊 ２ 日 と な り ま し た 。  

こ の 泊 学 習 で の 経 験 や 深 め た 絆 を 、 今 後 の 成 長 に つ な げ て ほ し い と 思 っ て い ま す 。（ 貝 沼 ）  

 

 

 

 

 

バ ド ミ ン ト ン 部 中 体 連 大 会 に 参 加 し て （ 中 学 部 ）  
６ 月 ２ ４ ～ ２ ５ 日 、 バ ド ミ ン ト ン 中 体 連 北 区 南 部 地 区 予 選 の 個 人 戦 男 女 シ ン グ ル ス に 、 部 員 4 名 が 参 加 し ま し た 。 コ ロ

ナ 対 策 が 緩 和 さ れ 3 年 ぶ り に 男 女 あ わ せ て ２ ５ ０ 名 ほ ど の 選 手 が 一 堂 に 会 し 、 保 護 者 の 観 戦 も 可 能 に な っ た た め 、 会 場 は

選 手 た ち や 応 援 の 声 が 響 き 、熱 気 に 満 ち あ ふ れ て い ま し た 。結 果 は 、惜 し く も 全 市 大 会 出 場 ま で 一 歩 及 び ま せ ん で し た が 、

生 徒 た ち は 、 緊 張 の 中 で も 練 習 し て き た こ と を 精 一 杯 発 揮 し て 、 全 力 で 試 合 に 挑 み ま し た 。 熱 気 あ ふ れ る 会 場 の 中 で 、 地

域 の 中 学 生 た ち と 真 剣 勝 負 で 競 い 合 い 、 審 判 な ど 大 会 運 営 の 役 割 を し っ か り と や り 遂 げ ま し た 。 3 年 生 は こ れ で 引 退 に な

り ま す が 、「 全 力 で 取 り 組 ん だ の で 、 悔 い は な い で す 」 と 話 し て い ま し た 。 応 援 し て く だ さ っ た 皆 様 あ り が と う ご ざ い ま

し た 。（ 三 林 ）  

 

幼 稚 部 、 な つ ま つ り ・ お 泊 ま り 会 （ 幼 稚 部 ）  
な つ ま つ り ・ お 泊 り 会 を 行 い ま し た 。  

今 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 の 緩 和 に よ り 、 縁 日 の 際 に 中 学 部 の お 兄 さ ん お 姉 さ ん に 出 店 の 店 員 を や っ て も ら う こ

と が で き ま し た 。 丁 寧 に 遊 び 方 を 教 え て く れ る な ど 、 親 切 で 優 し い 店 員 さ ん で し た 。 お 手 伝 い を し て く れ た お か げ で 、 と

て も 楽 し い 縁 日 に な り ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ し て 、 醍 醐 味 の １ つ に な っ て い る 肝 試 し で は 、 今 年 の テ ー マ

は 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼 太 郎 」 で し た 。「 怖 い ！ 」 と 泣 き 叫 ぶ 子 や 「 怖 く な い ！ 」 と ニ コ ニ コ 笑 顔 で 入 る 子 な ど 、 子 ど も た ち の 様

子 は 様 々 で し た 。 無 事 に 全 員 、 鬼 太 郎 か ら お や つ を も ら う こ と が で き て 良 か っ た で す 。  

今 年 は 「 夕 食 作 り 」 も 行 う こ と が で き ま し た 。 年 長 さ ん が 考 え た メ ニ ュ ー は 「 ハ ン バ ー グ カ レ ー 」 で し た 。 野 菜 の 皮 を

む い て 切 っ た り 、 ハ ン バ ー グ を 丸 め て 焼 い た り 、 汗 を か き な が ら 作 っ て 、 年 中 さ ん や 先 生 方 に 食 べ て も ら い ま し た 。 自 分

た ち で 作 っ た カ レ ー ラ イ ス の 味 は き っ と 格 別 だ っ た こ と と 思 い ま す 。  

そ の 他 に も 、 年 長 さ ん だ け で 花 火 を し た り 、 お 風 呂 に 入 っ た り し て 楽 し い 思 い 出 が で き ま し た 。 寝 る と き に 、 寂 し く て

泣 い た 子 も い た け れ ど 、 心 も 体 も 大 き く な っ た お 泊 り 会 と な り ま し た 。（ 桑 谷 ）  

 

陸 上 部 中 体 連 大 会 に 参 加 し て （ 中 学 部 ）  
６ 月 ２ ５ 日 に 行 わ れ た 、 第 ７ ６ 回 中 体 連 選 手 権 大 会 に 出 場 し て き ま し た 。 砲 丸 投 げ の 部 で 、 ３ 年 A 組 の 池 田 悠 真 さ ん が

１ １ ｍ ７ ３ の 記 録 を 出 し 、 見 事 札 幌 市 １ 位 の 選 手 に 輝 き ま し た 。 お め で と う ご ざ い ま す ！ 全 道 大 会 へ の 切 符 も 勝 ち 取 り 、

７ 月 ２ ５ ～ ２ ７ 日 に は 、 釧 路 で 行 わ れ る 全 道 大 会 に 参 加 し て き ま す 。 悔 い の な い よ う 、 持 て る 力 を 発 揮 し 、 次 の ス テ ッ プ

に 進 ん で ほ し い と 思 っ て い ま す 。 皆 さ ん 、 引 き 続 き 応 援 を よ ろ し く お 願 い し ま す 。（ 貝 沼 ）  
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